
団体名： 下山商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 88.7 ％） （達成度 70.0 ％） Ｃ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 98.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 55.8 ％） （達成度 100.0 ％） Ａ Ａ 下げる 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 変更する 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 101.3 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

未登録事業所の登
録勧奨を実施す
る。

○

目標
数値

78
実績
数値

79
目標
数値

指標

事業所への情報提供が迅
速に発信することができ
た。会員事業所のPRがで
き、会員事業所の売上に
貢献した。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

情報化推進事業 商工会のホームページを通
じて会員事業所のPRを行う
とともに、ホームページを
通じて会員への各種の情報
提供を行う。

・会員事業所の利便性を高
めるための事業
（ホームページでの事業所
　の紹介等）
・ホームページ登録事業所
　　　　　　　　　　79件
・ニッポンセレクト.comへ
　の支援事業所数　　 2社
・グーペ（HP作成サービ
ス）
   登録支援事業所数　1社

商工業者

指標

ホームページ登録事業所

実
施
側
の

事
業
評
価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

商店街等の支援か
ら各商店への顧客
獲得を図る。

○

目標
数値

4
実績
数値

4
目標
数値

団体指導回数

指標

商店街活性化計画の実行
を通じて、今後の商店街
の方向付けをすることが
できた。
また、マイタウンおいで
ん香恋の里の開催によ
り、地域への集客につな
がった。

総
合
評
価

Ａ

実績
数値

商店街・街づくり
事業

商店街活性化を目的とし
た、商業活性化委員会及び
その他商業観光振興を活か
した事業の研究を行う。
マイタウンおいでん香恋の
里に協力することにより地
域商業への集客力向上につ
なげる。

・商業関係団体指導回数
　　　　　　　　　　  4回

商店街事業者

指標

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

事業実施により、
事業者のPRはもち
ろん、地域の振興
に努める。

○

目標
数値

3
実績
数値

3
目標
数値

指標

豊田市内の1商工会議
所、6商工会合同で金山
総合駅にて特産品展を実
施。また商工会連合会主
催の物産展への出展し、
事業者及び地域のPRにつ
ながった。 総

合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

特産品展等 H17年の市町村合併以降、豊
田市内に１商工会議所・６
商工会が存在する。そこ
で、１商工会議所・６商工
会そして豊田市が協力し、
豊田市の特産品を外に向け
て販売、PRする。

・とよたの特産品展
　参加事業者数：　　　1社
　　　　　　（下山地区）

・商工会あいち物産スペ
シャリティinエアポート
ウォーク名古屋
　　　　  　　 出店：１社
　　　　　  　(10/22、23)

・商工会あいちまるッと！
マルシェ
　             出店：１社
           (2/11、19、26)

小規模事業者

指標

事業参加者

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

周知方法、実施す
る講習会の内容を
検討し、受講者数
の向上に努める。

○

目標
数値

52
実績
数値

29
目標
数値

15

指標
受講者数（個別） 経営革新及び労働保険実

務、税務の知識の向上が
図れた。 総

合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
15

講習会等 多様化する経営環境に対応
するため、小規模事業者に
とって必要な税務、労働、
情報化等の知識の取得を図
り、事業者の資質向上を目
的とする。

・小規模事業者の知識の取
得
・個別指導（3回） 　15人
・集団指導（5回）　 29人
　（内経営革新　 1回1人）
　　　　　計8回　　 44人

小規模事業者

指標
受講者数（集団）

引き続き記帳指導
を通じて事業の安
定、持続的発展へ
の支援を実施す
る。

目標
数値

50
実績
数値

49
目標
数値

実績
数値

記帳指導を通じて、企業
の経営状態を把握し、企
業経営に役立てることが
出来た。 総

合
評
価

A

実
施
側
の

事
業
評
価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

記帳継続指導 商工会職員が、個人事業主
等を対象に正しい記帳方法
や決算・確定申告の指導を
行い、適正な税務申告と経
理の自計化や計数管理によ
る経営力の向上に結びつけ
る。

・小規模事業者の経理事務
の合理化
・指導延回数
　　　　　　　　　　540回
・対象小規模事業者数
　　　　　　　　　　 49件
・指導延日数
                  　261日

小規模事業者

指標

記帳指導対象者数

指標

目標
数値

300
実績
数値

266
目標
数値

10

総
合
評
価

A

実
施
側
の

事
業
評
価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

より一層小規模事
業者に寄り添った
巡回を実施し、事
業者支援につなげ
る。

○
巡回・窓口相談指
導事業

小規模事業者を中心に、商
工会職員が金融相談、税務
相談・労働相談等経営全般
について様々な相談への指
導をすることにより経営及
び技術の改善を図り、企業
を育成するとともに、創業
予定者を始めとした経営全
般に係る相談窓口の設置に
より、経営改善に資する指
導を行う。

・巡回窓口指導実企業数
                     105
社
・巡回窓口指導延件数 266
件
・課題解決提案件数     7
件
・経営革新承認件数     0
件

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数

地区内小規模事業者の金
融、税務、労務等につい
て支援できた。

実績
数値

7

　２０２２年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等



団体名： 下山商工会

得られた効果 備考

　２０２２年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 50.0 ％） Ａ Ａ 下げる 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 102.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 98.1 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 106.2 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 75.0 ％） （達成度 ％） Ｃ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

継続して調査を実
施する。

○

目標
数値

40
実績
数値

30
目標
数値

指標

管内における経済動向を
分析し、地域内小規模事
業者の経営判断、経営支
援の参考資料として活用
することができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

調査事業 経営支援を図るため、アン
ケート方式による地域の経
済動向調査を実施する。

・小規模事業者への経済動
向
　調査の実施
・調査対象事業所
　　商業サービス業　15社
　　工業・建設業　　15社
　　　　　　　　　計30社

小規模事業

指標
調査対象事業所

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

各団体と連携して
商店の活性化を図
る。

○

目標
数値

24
実績
数値

24
目標
数値

700,000

指標

ポイントカードの売上
豊田市しもやま観光協会
と連携して、観光客への
PRを図り訪問を促した。
そして小規模事業者の育
成、活性化につながっ
た。
またしもやまSSカード会
の活動を通じて、商店街
の活性化を図り、関連す
る小規模企業の育成につ
ながった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

743,500

産業団体 豊田市しもやま観光協会、
しもやまＳＳカード会の活
動をサポートし事業運営に
協力することにより国、地
方公共団体、地域社会への
貢献や発展のための一助と
なり、ひいては商工業の活
性化に資することを目的と
する。

・三河湖ウォーキング
　参加事業者　　　　 24社
・ポイントカードによる
　売上高　　　　743,500円

小規模事業者
の団体

指標

イベントへの参加数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

各団体と連携して
支援を実施する。

○

目標
数値

85
実績
数値

85
目標
数値

指標

税務指導団体の活動をサ
ポートしたことで、商工
業者の税務支援が図られ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

青色申告会・法人
会

青色申告会、法人会等の税
務支援団体の活動をサポー
トし、事業運営に協力する
ことにより、商工業の活性
化に資することを目的とす
る。

・税務講習会　　　　１回
・法人会・青色申告会
　会員数　　　　　　85社

下山地区内の
法人、個人の
青色申告者

指標
法人会、青申会会員数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

未手続事業所を把
握し、加入推進を
図る。

目標
数値

54
実績
数値

53
目標
数値

指標

労働保険の周知ができ加
入促進につながった。
事業所の事務軽減や効率
化が図られた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

労働保険事業 事業主等の委託を受けて、
事業主に代わって労働保険
料の申告納付その他労働保
険に関する各種の届出等の
事務手続きを行うことによ
り、中小企業主の事務処理
の負担を軽減し、労働保険
の適用促進及び労働保険料
の適切な徴収を図ることを
目的とする。一人親方建築
組合も同様に指導する。

・労働保険委託事業所数
　　　　　　　　　　32社
・一人親方建築組合員数
　　　　　　　　　　21人
　　　　　　　　　計53件

委託事業所

指標

委託事業所数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

引き続き共済推進
に努め、会員の福
利厚生の充実を図
る。

○

目標
数値

200
実績
数値

204
目標
数値

指標

事業所の経営や雇用の安
定に寄与できた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

福利厚生事業 中小企業、小規模企業の経
営・雇用の持続的な安定を
図るために、各種共済制度
の普及等、企業の健全な育
成に資することを目的とす
る。

・中小、小規模企業の経
営、雇用の安定性を図る
・各種共済の加入件数
　　　　　　　　　   204
件

商工業者

指標
各種共済の加入件数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

引き続き部員の資
質向上に努める。
なお、目標①につ
いては女性部の休
部に伴い青年部員
とする。

○

目標
数値

41
実績
数値

41
目標
数値

4

指標

研修会等開催回数

講習会の開催で知識と資
質の向上を図ることがで
きた。ノウハウを地域社
会の発展に役立てられ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

2

青年部・女性部事
業

青年部・女性部・各委員
会・部会員間での交流や社
会福祉を通じて地域との関
わりを持つことにより、地
域社会の発展に寄与するこ
とを目的とする。また、商
工業者の後継者である青
年、若手経営者に対し、経
営に必要な税務、労働、情
報化等の知識の取得や資質
の向上を図るための、講習
会等を開催し小規模企業の
振興、発展を目的とする。

・部員41名
（青年部・女性部）

・女性部　　講習会　　0回
　視察研修会等開催　　0回
・青年部　　講習会　　2回
　視察研修会等開催　　0回
　　　　　　　　  　計2回
・青年部全国大会参加　3名

※女性部は４月２０日
　通常総会にて休部

青年部員・女
性部員・商業
工業観光各部

会部員

指標

青年部・女性部部員数


